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（昭和２８年８月３１日第三種郵便物認可）

農文協の全集
その庶民生活をたずね、未来の糧とする

農書といえば最古（江戸初期）といわれる『清良記』、宮崎安貞
『農業全書』、大蔵永常『広益国産考』などが著名な古典とされる。
むろん「日本農書全集」全７２巻にはそれらも収められているが、こ
の全集（朝日新聞社「明日への環境賞」受賞）では約３００に及ぶ文
書が１５の部門に分けられて整然と並んでいる。そして最大の特長は
現代語訳と原文とが対照的に上下二段組みされていることである。
江戸時代の農村を訪ね、農民と話すことのできる希有な全集である。
以下に１５部門を略記し、明日への糧となる文書を紹介する。

「安藤昌益全集」全２３冊・増補篇３巻は、「毎日出版文化賞」で
「出版界の金字塔」とされた影印・書下し文・現代語訳がセットさ
れた唯一の昌益全集である。増補篇はとくに医学に係わる資料を集
め、さらに全集を全文テキスト化し立体的検索ができるCD–ROM

３枚を収めた。
「江戸時代 人づくり風土記」は江戸時代を歴史の過程としてで

なく、三百年近く続いた平和の時代の庶民生活を現在の都道府県別
に描いた、壮大な郷土物語の集大成である。

１
地
域
農
書
（
第
１
〜
４１
巻
）

全
都
道
府
県
に
存
在
し
、
今

も
新
発
見
さ
れ
て
い
る
地
域
密

着
の
農
書
群
。
そ
の
地
の
田
畑

耕
作
法
を
子
孫
に
伝
え
る
主
目

的
の
内
に
、
往
時
の
暮
ら
し
の

全
容
が
浮
か
び
上
が
る
。

耕
作
噺
第
１
巻

成
立
地
・
青
森

成
立
年
・
１
７
７
６（
安
永
５
）年

中
村
喜
時
著

４
９
０
０
円

稲
作
の
手
引
き
と
暮
ら
し
の

考
え
方
が
一
体
と
な
っ
た
江
戸

時
代
農
家
の
心
性
を
こ
よ
な
く

伝
え
る
地
域
農
書
の
白
眉
。

本
書
に
始
ま
る
収
録
農
書
約

３
０
０
点
の
詳
細
は
別
巻
『
収

録
農
書
一
覧
／
分
類
索
引
』
に

掲
載
。

２
農
事
日
誌
（
第
４２
〜
４４
巻
）

農
事
日
誌
は
日
ご
と
の
農

耕
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
、
村

づ
き
あ
い
、
家
族
の
動
静
を
記

し
て
、
あ
た
か
も
近
世
庶
民
の

「
生
活
百
科
」の
如
く
読
め
る
。

一
方
で
、
記
録
者
の
農
耕
観
、

処
世
観
、
生
命
観
も
伺
え
て
興

趣
尽
き
な
い
。

３
特
産
（
第
４５
〜
４９
巻
）

工
農
業
事
見
聞
録
第
４８
・
４９
巻

成
立
地
・
石
川

成
立
年
・
１
８
１
８
〜
４
３（
文
政
〜
天
保

年
間
）年

村
松
標
左
衛
門
著

揃
１
２
９
０
０
円

金
沢
藩
・
村
松
標
左
衛
門
が

関
西
・
関
東
を
踏
査
し
た
全
国

特
産
百
科
。
衣
食
住
全
般
に
わ

た
る
特
産
を
図
入
り
で
記
す
大

著
。

４
農
産
加
工
（
第
５０
〜
５２
巻
）

製
油
・
砂
糖
・
葛
、
塩
・
味

噌
・
醤
油
、
あ
る
い
は
漬
け
物

・
豆
腐
・
麩
・
酒
な
ど
の
、
商

品
か
ら
自
家
用
ま
で
の
加
工
手

引
書
の
集
成
。

童
蒙
酒
造
記
第
５１
巻

成
立
地
・
兵
庫

成
立
年
・
１
６
８
７（
貞
享
４
）年

著
者
不
詳

５
０
０
０
円

酒
造
法
は
多
分
に
秘
伝
と
さ

れ
た
中
で
、
生
・
発
酵
・
糖
化

な
ど
各
種
の
�
の
製
法
を
詳
述

し
た
希
有
な
文
書
。

５
園
芸
（
第
５４
〜
５５
巻
）

江
戸
染
井
の
植
木
職
人
の
手

に
な
る
園
芸
百
科
『
花
壇
地
錦

抄
』、
切
り
花
と
鉢
物
の
『
剪

花
翁
伝
』、
今
に
続
く
肥
後
菊

仕
立
て
の
秘
伝『
養
菊
指
南
車
』

他
、
園
芸
愛
好
家
必
携
の
名
著

群
。
江
戸
園
芸
人
の
技
法
の
確

か
さ
細
か
さ
が
横
溢
す
る
。

『
剪
花
翁
伝
』

６
林
業
（
第
５６
〜
５７
巻
）

森
林
業
を
地
域
経
済
活
性
化

の
柱
と
し
た
『
山
林
雑
記
』
や

森
林
の
保
護
育
成
の
実
際
を

「
風
水
」
の
思
想
で
説
明
し
た

『
林
政
八
書
』（
沖
縄
）
な
ど
、

山
林
撫
育
に
係
わ
る
書
も
多

い
。

７
漁
業
（
第
５８
〜
５９
巻
）

多
摩
川
に
鮎
が
溢
れ
て
い
た

時
代
。
江
戸
城
御
用
達
を
背
景

と
し
た
地
域
漁
業
が
生
ま
れ

た
。『
玉
川
鮎
御
用
中
日
記
』

は
江
戸
城
へ
の
運
搬
の
労
苦
も

偲
ば
れ
る
。『
釣
客
伝
』
で
は

釣
師
が
江
戸
湾
で
の
釣
技
を
披

露
す
る
。
冬
の
諏
訪
湖
の
わ
か

さ
ぎ
漁
の
記
録
は
類
書
な
し
。

８
畜
産
・
獣
医
（
第
６０
巻
）

解
馬
新
書
第
６０
巻

成
立
地
・
東
京

成
立
年
・
１
８
５
２（
嘉
永
５
）年

菊
地
東
水
著

７
０
０
０
円

本
書
は
書
名
通
り
馬
の
解
剖

学
。
詳
細
極
め
る
解
剖
図
が
江

戸
時
代
に
あ
っ
た
。
鍼
灸
の
役

牛
へ
の
応
用
書
、
愛
玩
動
物
飼

育
法
も
収
録
。

９
農
法
普
及
（
第
６１
〜
６２
巻
）

農
業
往
来
第
６２
巻

成
立
地
・
大
分

成
立
年
・
１
７
６
２（
宝
暦
１２
）年

江
藤
弥
七
著

７
０
０
０
円

全
国
各
地
で
発
見
さ
れ
る
往

来
物
は
寺
子
屋
で
使
わ
れ
た
初

級
教
科
書
と
い
え
る
。
農
家
の

子
弟
は
何
を
学
ん
だ
か
？

老

農
（
先
進
農
家
）
の
農
法
普
及

の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
も

多
々
収
録
し
た
。

１０
農
村
振
興
（
第
６３
巻
）

二
宮
尊
徳
仕
法
の
真
髄
を
伝

え
る
『
暮
方
取
直
日
掛
縄
索
手

段
帳
』、
大
原
幽
学
の
『
仕
事

割
控
』（
暦
日
に
割
当
て
た
農

作
業
年
間
予
定
書
き
）、
村
の

議
定
書
類
も
収
録
。

１１
開
発
と
保
全
（
第
６４
〜
６５
巻
）

江
戸
時
代
に
展
開
さ
れ
た
河

川
土
木
・
石
塔
工
法
の
技
術
書
。

今
に
残
る
水
道
橋
「
通
潤
橋
」

の
設
計
書
も
収
録（
第
６５
巻
）。

ま
た
各
地
の
新
田
開
発
の
経
緯

と
維
持
管
理
、
さ
ら
に
焼
畑
の

技
法
も
（
第
６５
巻
）。

１２
災
害
と
復
興
（
第
６６
〜
６７
巻
）

全
国
各
地
の
噴
火
・
地
震
・

津
波
（
第
６６
巻
）、
水
害
・
冷

害
・
虫
害
の
発
生
・
被
害
・
救

援
・
復
興（
第
６７
巻
）の
記
録
。

富
士
山
焼
出
し
砂
石
降
り
之
事
第
６６
巻

成
立
地
・
神
奈
川

成
立
年
・
１
７
１
６
〜
３
５
年（
享
保
年

間
）
著
者
不
詳

６
５
０
０
円

噴
火
に
よ
る
降
灰
、
酒
匂
川

の
氾
濫
、
復
興
費
の
訴
願
、
堤

防
工
事
な
ど
被
害
地
側
の
一
連

の
記
録
。

１３
本
草
・
救
荒
（
第
６８
巻
）

備
荒
草
木
図
第
６８
巻

成
立
地
・
岩
手

成
立
年
・
１
８
３
３（
天
保
４
）年

建
部
清
庵
著

６
５
０
０
円

一
関
藩
医
の
著
書
が
著
わ
し

た
『
民
間
備
荒
録
』（
第
１９
巻

収
録
）
の
庶
民
版
で
１
０
０
余

の
草
木
の
図
入
り
。

１４
学
者
の
農
書
（
第
６９
〜
７０
巻
）

大
蔵
永
常
農
稼
肥
培
論
第
６９
巻

成
立
年
・
１
８
３
２（
天
保
３
）年
頃

佐
藤
信
淵
培
養
秘
録
第
６９
巻

成
立
年
・
１
８
４
０（
天
保
１１
）年

６
５
０
０
円

地
域
資
源
を
利
用
し
尽
く
す

自
然
農
法
を
集
大
成
し
た
二
大

農
学
者
の
肥
料
論
。
永
常
は
蘭

学
の
知
識
を
取
り
入
れ
、
信
淵

は
鉱
物
性
肥
料
を
重
視
し
た
。

１５
絵
農
書
（
第
７１
〜
７２
巻
）

絵
巻
・
屏
風
・
浮
世
絵
・
絵

馬
・
彫
刻
・
焼
物
・
衣
服
な
ど
、

多
様
な
素
材
に
繰
り
広
げ
ら
れ

る
江
戸
期
農
村
の
労
働
と
暮
ら

し
の
世
界
。『
老
農
夜
話
』（
第

７２
巻
）
は
種
子
準
備
か
ら
食
卓

ま
で
の
２０
場
面
の
絵
巻
。

明
治
農
書
全
集
全
１３
巻

〈
編
集
〉古
島
敏
雄
、川
田
信
一
郎
、熊
沢
喜
久
雄
、須
々

田
黎
吉

Ａ
５
判
、上
製
、箱
入
●
揃
価
７
０
０
０
０
円

江
戸
か
ら
明
治
へ
、
農
法

は
断
絶
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
泰
西
農
学
の
導
入
が

計
ら
れ
る
中
、
ま
た
大
農
論

・
小
農
論
の
行
き
交
う
中
で
、

老
農
と
呼
ば
れ
る
先
進
農
家

の
残
し
た
農
書
は
多
く
、
両

者
の
混
合
の
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
米
麦
、
特
用
作

物
、
野
菜
、
果
樹
、
畜
産
、

養
蚕
、
土
壌
肥
料
、
農
具
、

耕
地
整
理
、
病
害
虫
、
林
業

な
ど
に
分
け
て
学
者
、
民
間

実
際
家
の
著
作
を
集
大
成
し

た
。

未来に活かす伝統の力協文農

収
録
農
書
一
覧

分
類
索
引

三
百
余
の
農
書
を
現
代
に
活
か
す
ガ
イ
ド

国
土
保
全
、
自
然
農
法
、
地
域

教
育
な
ど
「
現
代
的
課
題
を
解

く
キ
ー
ワ
ー
ド
」
か
ら
の
農
書

案
内
と
、
成
立
地
、
分
野
別
な

ど
の
農
書
一
覧
。
農
法
・
農
作

業
、
衣
食
住
、
年
中
行
事
・
信

仰
な
ど
２６
項
目
２５
万
件
の
分
類

索
引
。

●
２
４
０
０
０
円

地域資源を活用した
持続的・循環型社会の原像

農業生産を中心とした江戸期庶民の生活世界全般を記し
た農書。２４年もの歳月にわたり全国から３００余点を翻
刻、現代語訳。「環境を汚さない当時の農法を紹介して、
現代の暮しに大きな示唆を与え」た、として、朝日新聞
社・第３回「明日への環境賞」受賞。

価格は税込ご注文は

江戸

〈
編
集
委
員
〉
山
田
龍
雄
・
飯
沼
二
郎
・
守
田
志
郎
・
岡
光
夫
／
佐
藤

常
雄
・
徳
永
光
俊
・
江
藤
彰
彦

Ａ
５
判（
２６
・
７１
・
７２
巻
は
Ｂ
５
判
）

・
上
製
・
箱
入

●
各
４
２
０
０
円
〜
７
５
０
０
円
、
セ
ッ
ト
価
４
１

１
１
０
０
円

【
収
録
農
書
１５
の
分
類
テ
ー
マ
】
地
域
農
書
、
農
事
日
誌
、
特
産
、
農

産
加
工
、
園
芸
、
林
業
、
漁
業
、
畜
産
・
獣
医
、
農
法
普
及
、
農
村
振

興
、開
発
と
保
全
、災
害
と
復
興
、本
草
・
救
荒
、学
者
の
農
書
、絵
農
書

〈
代
表
的
収
録
農
書
〉

⑫
⑬
『
農
業
全
書
』
宮
崎
安
貞
・
貝
原
楽
軒

●
揃
１
０
５
０
０
円

⑭
『
広
益
国
産
考
』
大
蔵
永
常

●
５
２
０
０
円

⑯
⑰
『
百
姓
伝
記
』
著
者
不
詳

●
揃
８
７
０
０
円

⑲
『
会
津
農
書
』
佐
瀬
与
次
右
衛
門

●
５
５
０
０
円

農文協〒１０７―８６６８ 東京都港区赤坂７―６―１ �０３（３５８５）１１４１ FAX．０３（３５８９）１３８７ URL=http : //www.ruralnet.or.jp/

（２）第２００５号出 版 ダ イ ジ ェ ス ト

別巻

２００５年（平成１７年）６月２０日
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（昭和２８年８月３１日第三種郵便物認可）

昌
益
の
現
存
す
る
全
著
作
と

関
連
資
料
を
復
刻
編
と
現
代
語

訳
編
で
集
大
成
し
た
、
毎
日
出

版
文
化
賞
受
賞
、
物
集
索
引
賞

受
賞
作
品
。
増
補
篇
に
検
索
容

易
な
Ｃ
Ｄ
�
Ｒ
Ｏ
Ｍ
３
枚
を
同

函
。

第
一
〜
七
巻

稿
本
自
然
真
営

道
〈
書
下
し
文
と
現
代
語
訳
を

二
段
組
で
掲
載
〉

第
八
〜
一
二
巻

統
道
真
伝

〈
同
右
〉

第
一
三
巻

刊
本
自
然
真
営
道

〈
同
右
〉

第
一
四
〜
一
六
巻
（
上
下
）

資
料
編
（
二
井
田
資
料
、
八
戸

関
係
資
料
、
医
学
関
係
資
料
、

真
営
道
残
簡
他
）

第
一
七
〜
二
一
巻

復
刻
編

〈
全
資
料
の
影
印
版
〉

別
巻

安
藤
昌
益
事
典
（
著
作

目
録
、
年
譜
、
門
人
伝
記
、
用

語
解
説
、
研
究
史
、
参
考
文
献

な
ど
を
収
録
）

増
補
篇
一

新
発
見
の
「
良
中

子
神
医
天
真
」「
良
中
先
生
自

然
真
営
道
方
」（
内
藤
記
念
く

す
り
博
物
館
所
蔵
）
の
書
下
し

文
／
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
「
電
子
版

安
藤
昌
益
事
典
」
を
同
函
。

増
補
篇
二
〜
三

焼
失
し
た
昌

益
医
学
本
を
再
現
し
た
「
真
斎

謾
筆
」（
本
編
１５
巻
所
収
）
の

現
代
語
訳
／
巻
二
に
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ

Ｏ
Ｍ
「
電
子
版
安
藤
昌
益
全
集

・
全
文
書
下
し
編
」、
巻
三
に

Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
「
電
子
版
安
藤

昌
益
全
集
・
章
句
検
索
篇
」
を

同
函
。

「学」という字の成り立ちから学問の階級性をあ
ばき出す。（「私制字書巻」）

都
道
府
県
別
に
一
巻
を
当
て

て
、
江
戸
時
代
の
庶
民
生
活
に

様
々
な
角
度
か
ら
光
を
当
て
、

歴
史
書
と
し
て
で
な
く
、
江
戸

時
代
の
暮
ら
し
の
雰
囲
気
が
わ

か
る
も
の
―
と
い
う
編
集
方
針

で
、
各
巻
お
お
む
ね
次
の
五
章

で
構
成
し
た
類
を
み
な
い
全

集
。
各
章
は
七
、
八
編
の
読
み

切
り
物
語
と
な
っ
て
い
る
。

第
１
章

自
治
と
助
け
合
い
の

中
で人

物
を
中
心
に
新
田
や
水
利

の
開
発
、
特
産
品
の
振
興
、
生

産
と
生
活
の
共
同
組
織
（
ゆ

い
）、
災
害
復
興
な
ど
の
多
彩

な
事
例
を
紹
介
。

第
２
章

生
業
の
継
承
と
振
興

の
中
で

農
耕
・
山
仕
事
・
漁
撈
の
姿
、

こ
け
し
・
細
工
物
・
彫
刻
な
ど

の
工
芸
品
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る

生
業
を
め
ぐ
る
伝
承
を
集
め

る
。

第
３
章

地
域
社
会
の
教
育
シ

ス
テ
ム
の
中
で

寺
子
屋
の
実
際
、
寺
社
信
仰

の
あ
り
方
な
ど
か
ら
地
域
に
根

づ
く
教
育（
学
校
で
な
い
教
育
）

を
生
き
生
き
と
描
く
。

第
４
章

子
育
て
と
家
庭
教
育

の
知
恵

各
地
に
残
る
農
書
、家
訓
書
、

躾
け
、
民
間
療
法
さ
ら
に
は
庶

民
の
遊
び
な
ど
を
収
集
す
る
。

第
５
章

地
域
お
こ
し
に
尽
く

し
た
先
駆
者

地
元
を
離
れ
ず
、
そ
の
地
の

繁
栄
を
願
っ
て
一
生
を
送
っ
た

農
民
、
商
人
、
地
域
行
政
担
当

者
の
評
伝
。

資
料
編

そ
の
県
内
の
村
々
の

江
戸
時
代
物
産
地
図
、
地
域
史

年
表
、
文
献
資
料
紹
介
な
ど
を

新
た
に
作
成
。

＊

＊

小
学
生
か
ら
読
め
る
文
章
と

し
、
郷
土
の
江
戸
時
代
を
子
ど

も
時
代
か
ら
理
解
し
て
、
昔
を

今
に
生
か
す
よ
す
が
と
す
る
ね

ら
い
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
、
小

中
学
校
学
校
図
書
館
に
採
用
さ

れ
て
い
る
が
、
教
育
系
の
大
学

で
の
授
業
実
習
に
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。

若者と子供が担う鳥取県伯耆三ノ宮倭文神社の祭礼。祭は重
要な社会教育の場でもある。

昌
益
の
人
体
・
府
蔵
図
（『
統
道
真
伝
』
人
倫
巻
）

近
代
の
「
国
定
の
休
日
」
と

は
違
う
休
日
が
近
世
の
村
々
に

は
あ
っ
た
。
そ
こ
に
自
治
の
源

流
を
探
る
。
３
３
２
頁

●
１
８
０
０
円

門
付
芸
「
春
駒
」
の
ル
ー
ツ

を
探
り
、
漂
泊
民
が
担
っ
た
芸

の
本
質
を
読
み
解
く
民
俗
誌
。

２
４
０
頁

●
１
８
０
０
円

「
作
り
ま
わ
し
」と
「
作
り
な

ら
し
」
に
日
本
農
法
の
真
髄
を

見
、
近
世
日
本
の
「
生
き
も
の

観
」
を
探
り
出
す
。
２
６
４
頁

●
１
８
４
０
円

江
戸
時
代
農
書
を
現
代
に
生

か
す
道
を
、
現
代
農
村
を
歩
く

な
か
で
考
え
、
さ
ら
に
東
ア
ジ

ア
農
業
に
目
を
向
け
る
。
２
５

８
頁

●
１
８
５
０
円

畑
と
田
の
結
合
を
目
指
し
た

大
和
農
法
の
軌
跡
に
、
農
民
の

田
で
の
涙
、
畑
で
の
汗
を
感
じ

と
る
創
造
の
本
。
３
３
４
頁

●
６
３
０
０
円

豊
富
な
デ
ー
タ
で
近
代
稲
作

技
術
を
著
者
独
自
の
立
地
生
態

的
方
法
で
解
析
し
た
名
著
。

●
５
２
５
０
円

加
賀
藩
下
の
農
政
機
構
の
特

質
と
藩
下
の
小
農
経
営
の
成

立
、
農
法
の
展
開
を
解
明
し
た

労
作
。
５
３
６
頁●

６
０
９
０
円

元
禄
以
降
の
江
戸
期
と
低
成

長
期
の
現
代
を
重
ね
合
わ
せ
て

明
ら
か
に
な
る
多
彩
な
環
境
観

と
保
全
術
。
２
８
４
頁

●
１
７
０
０
円

日
本
一
豊
か
だ
っ
た
江
戸
前
の

海
と
近
郊
農
業
の
発
展
に
支
え

ら
れ
た
江
戸
・
東
京
の
食
事
形

成
史
。
２
８
０
頁●

１
３
７
０
円

個性的で活力溢れる
各地の生活文化と産業づくり協文農

近
世
日
本
の
地
域
づ
く
り

２
０
０
の
テ
ー
マ

開
発
、
物
産
、
祭
り
、
教
育

な
ど
多
彩
な
テ
ー
マ
で
本
全

集
の
記
事
を
ガ
イ
ド

●
５
０
０
０
円

価格は税込ご注文は

安
藤
昌
益
全
集

全
２１
巻
・
２２
分
冊
・
別
巻
１

安
藤
昌
益
研
究
会
編
、Ａ
５
判
、上
製
、

箱
入
り

●
揃
価
１
１
５
５
０
０
円

【
増
補
篇
】
全
３
巻
、
Ａ
５
判
、
上
製
、
箱
入
、
各
巻
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ

Ｍ
付

●
各
１
５
０
０
０
円
、
揃
価
４
５
０
０
０
円

江
戸
時
代

人
づ
く
り
風
土
記

全
５０
巻

都
道
府
県
別
編
集
、
Ｂ
５
判
、
上
製
、
平
均
３
８
０
頁

●
各
３
５
０
０
円
〜
１
０
０
０
０
円
、
揃
価
２
２
５
０
０
０
円

増
補

村
の
遊
び
日

自
治
の
源
流
を
探
る

古
川
貞
雄
著

旅
芸
人
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア

門
付
芸「
春
駒
」に
日
本
文
化
の
体
系
を
読
み
と
る

川
元
祥
一
著

日
本
農
法
の
天
道

現
代
農
業
と
江
戸
期
の
農
書

徳
永
光
俊
著

日
本
農
法
史
研
究

畑
と
田
の
再
結
合
の
た
め
に

徳
永
光
俊
著

近
世
稲
作
技
術
史

嵐
嘉
一
著

巨
大
都
市
江
戸
が
和
食
を
つ
く
っ
た

渡
辺
善
次
郎
著

日
本
農
法
の
水
脈

徳
永
光
俊
著

江
戸
時
代
に
み
る

日
本
型
環
境
保
全
の
源
流

農
文
協
編

近
世
北
陸
農
業
史

加
賀
藩
農
書
の
研
究

清
水
隆
久
著
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地方が中央から独立し、侵略や自然破壊なく地域社会を充実させ、来るべき
循環型社会、成熟社会のモデルとして世界的に注目される江戸時代。その魅力
を、各都道府県ごと、行政、自治、産業、教育、学芸、福祉、民俗など多彩な
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〈江戸〉に学び未来を拓く五つの視点
各都道府県版の章立て
地方分権社会 第１章 自治と助け合い
循環型社会 第２章 生業の振興と継承
地域の教育力 第３章 地域社会の教育システム
成 熟 社 会 第４章 子育てと家庭経営
時代の変革者 第５章 地域おこしに尽くした先駆者

【
各
道
府
県
版
】
岩
手
・
神
奈
川
・
長
野
・
京
都
・
福
岡

各
３
５
０

０
円
、
他
各
４
５
０
０
円

【
特
別
編
集
版
】

東
京
編『
大
江
戸
万
華
鏡
』

Ｃ
Ｄ
「
大
江
戸
四
季
の
音
巡
り
」
付

外
国
人
も
驚
い
た
世
界
最
大
の
エ
コ
ロ

ジ
ー
都
市
。
政
治
、
経
済
か
ら
教
育
、

風
俗
ま
で
。

●
１
０
０
０
０
円

沖
縄
編

Ｃ
Ｄ
「
沖
縄
を
聴
こ
う
（
沖
縄
民
謡
）」

付

東
ア
ジ
ア
を
つ
な
ぐ
海
の
架
け

橋
。
日
本
の
源
流
と
も
な
る
独
自
の
文

化
。

●
７
０
０
０
円

大
阪
編『
大
阪
の
歴
史
力
』

「
天
下
の
台
所
」
の
活
力
が
リ
ー
ド
し

た
自
給
列
島
・
日
本
の
産
業
革
命
。

●
１
０
０
０
０
円

江
戸
時
代
全
５０
巻
・
各
都
道
府
県
別
編
集

人
づ
く
り
風
土
記
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